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第
17
回
知
立
よ
い
と
こ
祭
り

「
路
上
総
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」結
果
発
表

　

８
月
20
日
㈯
に
市
役
所
周
辺
で
「
第
17

回
知
立
よ
い
と
こ
祭
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
ま
た
、
会
場
周
辺
の
市
民
の
皆
さ

ん
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、「
路
上
総
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
第
１
部　

盆
踊
り
部
門

［
優　

勝
］山
屋
敷
Ｙ
Ｏ
Ｃ

［
準
優
勝
］チ
ー
ム
山
町
、知
立
市
役
所
お

も
て
な
し
課

［
特
別
賞
］新
地
町
内
会
、宝
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

チ
ー
ム
、知
立
市
体
育
協
会「
か
き
つ
ば
た

Ａ
・
Ｓ
・
Ａ
」、新
林
町
盆
踊
り
育
成
会
、花

菖
蒲
、文
教
連
、知
立
衛
生
ク
リ
ー
ン
ズ
、

中
町
か
き
つ
ば
た
チ
ー
ム

■
第
２
部　

よ
い
と
こ
ば
や
し
踊
り
部
門

［
優　

勝
］山
屋
敷
Ｙ
Ｏ
Ｃ

［
準
優
勝
］文
教
連
、新
地
町
内
会
、
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［
特
別
賞
］チ
ー
ム
山
町
、宝
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

チ
ー
ム
、八
ツ
田
町
踊
り
子
連
、西
中
く
す

の
き
、中
町
か
き
つ
ば
た
チ
ー
ム
、よ
い
と

こCheer�Girls

、知
立
市
体
育
協
会「
か

き
つ
ば
た
Ａ
・
Ｓ
・
Ａ
」、知
立
市
役
所
お
も

て
な
し
課

■
チ
ー
ム
シ
ン
ボ
ル
部
門

［
優　

勝
］チ
ー
ム
山
町

［
準
優
勝
］知
立
衛
生
ク
リ
ー
ン
ズ

［
特
別
賞
］知
立
市
体
育
協
会
「
か
き
つ
ば

た
Ａ
・
Ｓ
・
Ａ
」

○
詳
し
く
は
知
立
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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w
.chiryu-kanko.com

/
detail.htm
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▼
問
合
せ　

経
済
課　

商
工
観
光
係
（
☎

（95）
０
１
２
５
）

　

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
、
知
立
市
政
並
び
に
市
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
格
別
な
る
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
衷

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
８
月
26
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
議
員
各
位
の
御
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
責
務
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
共
に
、
議

長
の
補
佐
役
と
し
て
、
民
主
的
か
つ
公
平
公
正

な
議
会
運
営
に
誠
意
を
持
っ
て
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
多

く
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
、
地
域
経
済
・
産
業

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
知
立
市
に

お
い
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
知
県
の
予
測
で
は

本
市
の
被
害
は
、
最
大
震
度
７
、
建
物
被
害

４
千
300
棟
、
死
者
200
名
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、巨
大
地
震
対
策
と
し
て
、

知
立
市（
市
議
会
も
含
む
）業
務
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
が
策
定
さ
れ
、
災
害
時
に
何
を
優
先
す

べ
き
か
を
、
議
会
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
各
部

局
と
も
横
断
的
な
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
を
犯
罪
や
交
通
事
故
か
ら
守
る

『
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』
は
重
要
課
題

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
知
立
市
の

将
来
を
構
築
す
べ
き
時
期
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
、
直
面
す
る
行
政
課
題
と
し
て
、
①
多

く
の
市
民
の
方
々
の
懸
案
で
あ
る
百
年
に
一
度

の
大
型
事
業
と
し
て
、
知
立
駅
連
続
立
体
交
差

事
業
、
知
立
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
、
②
高
齢
化
社
会
の
対
応
と
し
て
、
社
会
福

祉
制
度
の
充
実
、
③
子
育
て
支
援
・
青
少
年
健

全
育
成
事
業
の
強
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
の
が
、
行

財
政
の
効
率
的
な
運
用
で
す
。

　

市
議
会
と
し
て
果
た
す
役
割
は
、
よ
り
一
層

重
要
な
も
の
と
な
り
、
議
会
改
革
も
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
論
を
尽
く
し
、
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
し
、
皆
さ
ま
の
生
活
向
上
に
向

け
、
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
温
か
い
御

支
援
を
お
願
い
し
、
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

就任あいさつ

副議長
村上　直規
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知
立
市
議
会
８
月
臨
時
会
が
８
月
26
日

㈮
に
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長
、
各
委
員
会

の
正
副
委
員
長
な
ど
市
議
会
の
役
員
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
役
員
、
議
員
の
所
属
委
員
会
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、順
不
同
、

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）
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０

１
３
７
）

■
議
長　
　
　
　
　
　

石
川
信
生

■
副
議
長　
　
　
　
　

村
上
直
規

■
監
査
委
員　
　
　
　

佐
藤　

修

■
企
画
文
教
委
員
会

◎
永
田
起
也　
　
　

○
佐
藤　

修

　

明
石
博
門　
　
　
　

三
宅
守
人

　

高
木
千
恵
子　
　
　

池
田
滋
彦

　

稲
垣
達
雄

■
市
民
福
祉
委
員
会

◎
杉
山
千
春　
　
　

○
風
間
勝
治

　

水
野　

浩　
　
　
　

田
中　

健

　

池
田
福
子　
　
　
　

村
上
直
規

　

石
川
信
生

■
建
設
水
道
委
員
会

◎
神
谷
文
明　
　
　

○
中
野
智
基

　

小
林
昭
弌　
　
　
　

久
田
義
章

　

川
合
正
彦　
　
　
　

中
島
牧
子

■
予
算
・
決
算
委
員
会

◎
川
合
正
彦　
　
　

○
小
林
昭
弌

　

杉
山
千
春　
　
　
　

明
石
博
門

　

水
野　

浩　
　
　
　

中
野
智
基

　

三
宅
守
人　
　
　
　

田
中　

健

　

神
谷
文
明　
　
　
　

高
木
千
恵
子

　

久
田
義
章　
　
　
　

池
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福
子

　

池
田
滋
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永
田
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也

　

稲
垣
達
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村
上
直
規

　

風
間
勝
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佐
藤　

修

　

中
島
牧
子　
　
　
　

石
川
信
生

　

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
平
素
よ
り
知
立
市

政
並
び
に
市
議
会
に
対
し
て
、
格
別
な
る
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
８
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
御
推
挙
に
よ
り
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

議
会
の
長
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
知
立
市
や

市
民
の
皆
さ
ま
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の

も
と
職
務
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、近
年
は
、英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
問
題
、

Ｉ
Ｓ
に
よ
る
テ
ロ
、
難
民
の
問
題
な
ど
世
界
を

揺
る
が
す
多
く
の
事
件
が
、
枚
挙
に
い
と
ま
も

な
く
発
生
し
て
お
り
、い
や
が
上
に
も
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
思
考
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権
の
更

な
る
進
展
は
、
避
け
て
通
れ
ず
、
都
市
間
競
争

が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
独
自
の
判
断
と
発

展
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

戦
後
71
年
が
経
過
し
、
今
や
世
界
の
超
一
流

国
と
し
て
発
展
、
成
熟
し
た
状
況
の
中
、
将
来

の
指
針
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
、
我
が
郷
土

を
次
世
代
に
託
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

当
市
は
今
、
歴
史
的
な
大
事
業
で
あ
る
知
立

駅
連
続
立
体
交
差
事
業
、
知
立
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
が
進
行
す
る
状
況
の
中
、
将
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
行
く
事
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
少
子
高
齢
化
問
題
、
環
境
対
策
、
治

安
問
題
等
々
、
日
々
発
生
す
る
問
題
も
多
く
山

積
し
て
お
り
、
都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
急
務
で
あ
り
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
議
会
は
今
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
活
動

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
議
会
の
透
明
化
を

図
り
、わ
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
て
、数
々

の
改
善
、
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
よ
り
良
い
議

会
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
み
、
時
代
に
即

し
た
市
議
会
を
目
指
し
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

と
し
て
、
議
決
機
関
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
私
の

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就任あいさつ

議長
石川　信生

市
議
会
ニ
ュ
ー
ス 

8
月
臨
時
会
の
報
告
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